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［参考11平成23年度生活保護基準改定の概要 （1級地一1、単位：円）

麟灘灘難羅藩．灘輩1ε幽．こ・・鑑第66次診烈．・1灘麹頚鱒署
一

ど譲灘鞍難一ト㈱年塑鰯）．‘層 i騰霧難灘灘i蕪
1　生活扶助基準 【3人世帯基準額｝

（D居宅（1類＋2類） 33歳、29歳、4歳

標準3人世帯 162，170 前年度同額 冬季加算（V［区x5／12＞を含めた額を

10円単位で表示

②期末一時扶助費（居宅） 14，180 前年度同額

伽算等】

妊産婦加算（妊娠6カ月以上〉 13，810 前年度同額

母子加算

（居　　宅〉 23，260 前年度同額
（入院・入所） 19，380 〃

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 26，850 前年度同額
（入院・入所） 22，340 〃

重度障害者加算 14，380 圭4，330 23年7月より適用
重度障害者家族介護料 12，060 12，G10 ク

重度障害者他人介護料 69．810以内 69、680以内

介護施設入所者加算 9．890以内 前年度同額

在宅患者加算 13，290 前年度同額

放射線障害者加算
負傷又は疾病の状態にある者 42，660 42，530

負傷又は疾病の状態に該当しなくなった者 21β30 21，270

児童養育加算 13，000 前年度同額

介護保険料加算 保険料の実費 保険料の実費

入院患者日用品費 23、150以内 前年度同額

介護施設入所者基本生活費 9，890以内 前年度同額

入学準備金
小　学　校 39，500以内 前年度同額
中　学　校、 46、100以内 〃

2　住宅扶助基準
①家賃間代等 13，000以内 前年度同額
（2）住宅維持費 年額120，0GO以内 年額118．OOO以内

3　教育扶助基準
（D基準額（月額）

小　学校’ 2，150 前年度同額

中　学　校 4，180 〃

（2）学習支援費（月額）

小　学　校 2，560 〃

中　学校 4，330 ク

4　畠産扶助基準
居　　　宅 204，000以内 249，000以内

施　　　設 202，000以内 231，000以内

＋入院料 ＋入院料

5　生業扶助基準
（1）生業　費 45，000以内 前年度詞額

②技能修得費
技能修得費（高等学校等就学費を除く） 72．000以内 73，000以内

高等学校等就学費
基本額（月額） 5β00 前年度同額

教材代 実費顧 実費額 正規の授業で使用する教科書等の購入に必要な額

入学料及び入学考査料 公立高校相当額 公立高校相当額 高等学校等が所在する鄭道府県の条倒に定める都這府県立

高等学絞における額

通学のための交通費 実費額 実費額 通学に必要な最小限度の額
　　　　学習支援費（月額）　　　　　　　　　　　，

（3＞就職支度費

5，010

28，GGO以内
前年度同額

　　ク

6　葬祭扶助基準 201，000以内 前年度同額 大人の基準額

ツ　勤　労　控　除
（D基礎控除（上限額） 限度額33、190 前年度岡額
（2｝特別控除 年額15G，900以内 〃

（3）新規就労控除 10，400 10，300

（4）未成年者控除 11，60G 前年度同額

㈲不安定就労控除 8，000 ウ
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特集1・平成23年度の生活保護

［参考2］　平成23年度生活扶助基準額（4月1日現在）

標準3人世帯　【33歳・29歳・4歳｝ （単位：円）

平成22年度 平成23年度 改｛　率級地区分
格　差 疋

1級地一1 IGO．0 162，170 162，170

1級地一2 95．5 154，870 154β70

2級地一1 9LO 1婆7，580 147，580
100．0

2級地一2 86．5 140，270 140，270

3級地一1 82．0 132，980 132，980

3級地一2 77．5 125，680 125，680

（注）冬季加算（暇区×5／12）を含めた額を10円単位で表示

［参考3］　最低生活保障水準（月額）の具体的事例（平成23年4月1日現在）

1．標準3入世帯【33歳、29歳、4歳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月額：単位：円）

1級地一1 1級地一2 　12級癒三1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

生　活扶助 175，170 167，870 160，580 153270 ／45，980 138，680

住　宅　扶　助（注D　　　　　． 69，8GO 59，0GO 53，0GO 46，000 40，100 34，100

合　計 244，970 226β70 213，580 199，270 186，080 172，780

就労収入が手元に残る額（勤労控除）〈注2） 23220
23，220 23，220 23，220 23，220 23，220

医療扶助、出産扶助等 上記額に加えて、医療、出産等の実費根当が必要に応じ給付される。

注1　住宅扶助の額は、1級地一1：東京都区部、1級地一2：千葉市、2級地一1：高松市、2級地一2：
　　　日立市、3級地一1：輪島市、3級地一2：八代市とした場合の上限額の例である。
注2　就労収入が10万円の場合の例。

注3　学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付される。

2．高齢者単身世帯【68歳】 （月額1単位：円）

1級地一ユ1級地一2 2級地一1 2綴地一23級地一1 3級地一2

生　活　扶　助 80β20　77，190 73，540 69，910　66，260 62β40

住　宅　扶　助（注） 53，700　45，000 41，000 35，400　3LOGO 26，2GO

合　計 134，520　122，190 114，540 105，310　97，260 88，840

医療扶助、介護扶助等 上記額に加えて、医療、介護等の実費相当が必要に応じ給付される。

注　住宅扶助の額は、1級地一1：東京都区部、1級地一2：千葉市、2級地一1：高松市、2級地一2
　　日立市、3級地一1：輪島市、3級地一2：八代市とした場合の上限額の例である。

3．母子2入世帯【30歳、4歳】 （月額単位：円〉

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

生　活　扶　助 152，620 147，380 140，530 135，280 128，440 123，190

母子加算 23，260 23，260 21，6窪0 21，640 20，020 20，020

住　宅扶助（注ll 69，8GO 59，000 53，000 46，000 40，100 34，100

合　計　　　　　ゴ’ 222，420 206，380 193，530 181，280 168，540 157，290

就労収入が手元に残る額（勤労控除）（注2＞ 23，220 23，220 23，220 23，220 23，220 23，220

医療扶助等 上記額に加えて、医療等の実費相当が必要に応じ給付される。

注1　往宅扶助の額は、1級地一1；東京都区部、1級地一2：千葉市、2級地一1：高松市、2級地一2’
　　　日立市、3級地一1：輪島市、3級地一2：八代市とした場合の上限額の例である。
注2　就労収入が／0万円の場合の例。
注3　学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用晶費、教材代等が別途給付される。
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特集1・平成23年度の生活保護
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特集1・平成23年度の生活保護
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特集且・平成23年度における生活保護指導監責方針
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特集H・平成23年度における生活保護指導監査方針
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て宅低’て居宅宿　つ府べ議続容法導をよる’善る互営のの通

者及泊
にび施
対そ設
すれ’
るら高
指の齢
導類者馳
援似向

い県きにき及第員更るな必のま指す一一知
て等こ諮がび二及に指ど要文で導る「に第
徹本とる適弁十び徹導にに書の指た一基十
底庁’等正明七所底指よ応指対示め生づ一
をへさ組での条長す示つじ摘応かの活きの
お助ら織あ機に等るにてて’Lら手保’二
願言に的る会基幹こ係’特事を保引護溺’
いを必にかのづ部とる法馴例踏護に行総課
　　　　、　　　　　　　　　　　0

雲

把保保〇十すをめ第がすい　どのいのれて訪保助等てて遇のい
握護護第一る利に三なるてつが移て長てい問護等がおい等適て
及費課一年留用無項い社はい認行’期いる調でを不らなに否’
びの長号十意さ料に施会’てめがそになサ査あ計明ずい関確①

れ活’・発＿施で窮法位者本、　い施1が握揚回’く利、がが環当
　　　　　　　　　　　　　事設ス入が供以③住用徴な境該て状適援一平設宿者第置が庁
い況正護○成に泊の二つ居に　例等に年なさ上居宅料ささや施
るのな局二二関所た条け住お　なへおもされの宅扶金れれ処設
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領てる浴の介び訪現にる機況にせ当居れき要状①宿職　助上か
収い提’他護防問業二被関等訪’た意ばた保況事泊員特言’管
書る供排の扶災調員回保のを問まつ思事こ護等前施にに指必内
の場状泄施助設査に以護紹確のたてを前と者をに設対査導要実
保合況’設サ備に確上者介認上少は確見をに実契等し察のに施
全は及洗内1の当実のも等す’な担認学十対地約を’指徹応機
状現び濯サビ状たに訪含をる契く当すを分しに内紹要導底じ関
況金金’iス況つ訪問め経こ約と現る実に事確容介保員を転毎
な出銭清ビの’て問計’ずと内も業こ施説前認及等護及図居の
ど納管掃ス提介はを画少に’容入員とし明にすびす者びる支状
に簿理な＿供護’実をな入④及居等”　　　　　　　　　　　　　　　　　の①る施るに所こ援況

の日 し係入そは及’上年い施状かさに入きで②の’額部　たの
　　　　　　　　　、

いは　て以体あにし本護　るにで当生るい力る由本あお　ウ確
だ稼まい上障つ照て人を現事も真該計事ま団にと人つい監認
け働たるで害た会取の継役例かに暴を例ま員もしのたて査暴を
で能’とあ者事しり申続暴なかやカー’元該かて申が’の力徹
な力暴こっ手例た扱立す力どわむ団に②暴当か’立現①結団底
文紹袴鄭葉ぞ離鷺篇髪議離な際無果激
勢巽甥螺就櫨ξ耀鐸勝塁3ず雑籔藩雛
団件保
活を護
動満し
をたな
通さい
じなの

゜ 樫礁・1嚢饗矯書綴購蒸拳章馨睾ξ゜
認六団力警力あ漫。用がすにと扱会官不高い力施い
め十員団察団る然　しなるつ同つを署明齢る団機て
ら五で員官員がと　ていだい居てしにでをと員関
れ歳身で署と’保　いのけてしいな暴あ事のでに

　　　　　　　　　　　　　、

歴止を活毎用迫来職　徹に取暴と護○年保い　な居現法を握て
やさ脱実月を状保員特底状扱力連課二三護てつい家役第得が得
態れし態訪認況護ににす況い団携長号月のはい゜族暴十な困ら
度るた等問めにの対査るをを員の通厚三適’て
蓄ミ鞭欝欝講ミ舞聲喜驚直躯纂
暴あ保に対で合満現員
離麓饗績蝶馨
員と原’すこりなカ所
で’則急ると保い団長
あ②的迫なか護が員等
る生に状どらの’は幹
疑活廃況生’適急本部

　必行の内基省援い冒道
．

　　　　’・○＿対等指うす機
導ケる関警援三平す本
を1家に察護三成る庁
更ス族対官局〇十生に
に毎のし署保〇八活お
　　　、

を力条い難れ
保団の事なる
護員世情た違
すと帯がめ法
る生単あで・
こ計位るあ不
とをの場り当
は一原合’な
認に則を真収
めすに除に入
らるよきやの
れ同り’む杷

1

・
引

　金六十十給
不額億年六件平止申
正で二度件数成・告不
受は千の百及二早義正
給減万一二び十期務受
件少円万億金一発の給
数しか八二額年見周等
が．てら千千は度に知の
増い’六万一につ徹防
加る件百円万おい底止
しQ数二と九けて及に
て　は十’千る　びっ
い　増三平七不　未い
る　加件成百正　然て
要　し百二二受　防
　　、

（ア）工るるお保　　　　い活毎組場帯いる力該に年い゜

こり護まて実月織合分事家団当か齢が
とLをた徹態訪的は離情族員性か’あ
にに適’底等問に’すににとをわ障る
つ記用暴をの調慎ケるよつ同照ら害場
い載し力お把査重】こりい居会ずの合
てすな団願握のにスと’てしす警有は
もるい員いに対検診で当’生る察無’
助な旨にす努象討断保該真計こ官又本
言どをはるめとす会護暴にをと署は人
をし一原゜るする議を力や一’に傷の
おて保則　こるとに適団むに③暴病申
願周護と　となと諮用員をし現力の立
い知のし　にどもるすを得て役団程て
すすして　つ生に等る世ない暴員度や
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特集11・平成23年度における生活保護指導監査方針

処費の手i　た適七務高が　性ど税思の一を　考がかるのて因
理算認当スさ゜用十の校発まが’調わ受部監しえ徹ら照契いと
が定定・のら
さ誤・児申に
れり変童に’
てな更扶は法
い　　ど　漏　養i　、　第

れ’れ手障六
ば本な当害十
未来ど又者三
然適には加条
に切よ就算の
防なる労’適
止事扶収児用
で務助入童ケ

し八周生見たあ未査れ給の査から底’会機るし
て条知なし’る然漏る権実にしれさ全・のこて
いでのどた課事防れ事の施おなるれケ調約とは
るは不世無税例止の例確機いが゜た1査九に’
事な徹帯届調が又可や認関てら　こスL割加被
例く底員の査散は能前漏に検’　とにとがえ保
も法をに収な見早性年れお討不
多第理対入どさ期が度でいし正
数六由すででれ発あにはてた受
認十にるあ実た見るおな’と給
め三’申つ施゜の事けい年この
ら条法告て機　可例るか金ろ内
れを第義も関　能な課と等’容
　　　　、

が対な一’護
大すつ実不世
きるて施正帯
い課い機受が
も税る関給増
の調こに発加
と査とよ見し

　　　　　　　　　　　　　　　　　と未ク未た機第法　るき　　　　　　　　　　す早そ適十い関発助化周も時年職
す見費’知含だ金員特る期の用三てつが然を収な関七第こ゜る
る並算チ徹めけ等ににご発原状条はい求防発金事に十六れ
指び定工底たでの対査と見因況及’てめ止生’務と八十ら
導に誤ッ’定は受し察
の課りク日期な給’指
徹税の表常的く権保導
底調未なのな高の護員
を査然どケ収校確開及
お漏防を1入生認始び
願れ止活ス申な、時所
いの又用審告ど保に長
す防はし査義世護お等
る止早たの務帯開け幹゜

に期扶強の員始る部

Q

耀毒灘堕蚤喜饒ぞ歪秦窪
い並認第監都る早るに生もよに助
てびす七査道゜期こはさ債るよ費
もにる十に府
具未だ八お県
体然け条い等
的防でのて本
に止な適法庁
指及く切第に
導び’な六お

発と不せ権徴る算
見に納る管収返定
にも欠だ理金還誤
努な損けには金り
めるので係’及に
るたりなる実びよ
こめスく新施法る
　、　　　　　　、

事
例
も

認
め
ら

れ
た
と

こ

ろ

で
あ

↓

　　　　　　（イ）いててれてラ業小で又就八1一和る除労基に保〇十及第
護○年び十課課す周認るもブ料限あは学の三二三保だ控礎つな
課一十早二税税る知定費不活の度つ同費五の三十護け除控いお
雛具禦蕪゜密縛腰歪鮮麹夫宝濫殺諮除臨

　　　　　　　　お併とて用はるな経経校知第社（にののず収徹護○成徹通
底局六二底知　　願せしらしク授最費費等第八第昭よ控勤’入

管者い　と度ら進致認め査必を現　こい実廃や者税がく　るに
外全てつこと’行とめ調察要突業まとな施止’に調管のし゜つ
にてはいうな法管なら査指が合員たがい時や前つ査内実か
　　’てでつ第理つれ漏導あしが’認者点転年いをに施し住を
民調前はあて七がたたれ員るた課一めをに出中て実あ機な
登査年’るい十なケ゜等等と結税部ら調お等には施る関が
録対中都゜る八さiさとに判果収のれ査いに保実し被にら
が象に道
あと保府
るす護県
被るを等
保と受本
護と給庁
者もしに
ににたお

事条れスら思報断’入実た対てよ護施て保お’
鷺瑠噂婁爆鞭゜碧巽護い馨ぞ塞
認決な査突れずケ員収関
め定いに合る’1が入に
らがこつ後事そス調申お
れ翌とい不例のし査告い
た年かて一がたかの額て

しを’給い管に’の
て受課しな外つ住結
い給税ないにい民果
なし調がこあて登’
いて査らとる課録多
　　　、

い

て
通
知
し

て

い
る

と

こ

ろ

で
あ
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　　　　　　　（ウ〉るすし一　をそ等判職　しを区書九税そをつ底に無お
等つ届い監八十不゜こて爆な更のに断員特指実町を条巷れ異い
　　　　　　　　　と周護おに後よしにに導施村添に況が動てをいのて査条三正
理て高’のに条受
由’校課結よに給
に申生税果るよに
法告の調’徴る係
第義ア査一収返る
六務ル等部の還保
十のバでの適又護
三周イ発実用は費
条知．ト見施に法の
がの収さ機つ第法
適不入れ関い七第
用徹等たにて十六

に知の’おのるた対査すす長付基を困すは
つしし課願進課ケし察るるにすづ掘難る現
い’ お税い行税1　’指こよ協るき握なよ在
て適り調す管調ス現導とう力な’す場うの
も正L査る理査も業員゜管をど必る合指居
助なにの゜等結含員及
言収記実
を入載施
お申すに
願告るつ
いをない
す促どて

の果めがび
徹の査問所
底点察題長
の検指な等
指及導い幹
導び員と部

内求に要た及導住
実めよにめびす地
施’つ応’異るに
機課てじ法動と住
関税当て第前と民　’
に調該同二のも登
対査市意十課に録
　　　　　　、

三のい　不を義り用た帯告し　あす係行由周もどに際と開　さ
1周てつ適誘務被すこ員してまるるをうに知な特よにさ始収れ
一 知はい切発を保るとのないた゜自失こ安しく段り澄れ時入て
を徹’てです曖護こを就かな’
踏底世はある昧者と理労つが世
ま並帯’るおにには由をたら帯
えび員都゜そし課’に推ケ就員
たにも道
法別含府
第冊め県
六問た等
十答申本
三集告庁
条問義に
及十務お

れ’せ法法帯1労が
がさら第第主ス収申
あられ六六がに入告
るにて十十知つを義
こ不い一三らい故務
と正る条条なて意を
か受申にをか’に承
ら給告よ適つ世申知

立いと易て’の改帯て等申い
助かはにい徴再め員いに告る
長ね’法な帯発てにるお義事
のず被第か主防丁対がい務例
観’保六つが止寧し’てにが
点本護十た世策な保訪周っ認
か来者三こ帯を説護問知いめ
ら法と条と員講明の調をてら
不がののなにじをし査図はれ
適目信適ど対る行お活る’た
切的頼用をしこうり動こ保゜
でと関を理てとな等のと護

を保活さい　い行づ付医会認お　　オお織i条正申校職　いび
確険用れてつるわい等療計がい監　　願的スに受告生員特て法
認料しるはいとれての扶検十て査他年いに診よ給義もにに指第
　　　一、’てこて適活助査分’の法金す慎断るに務含対査導七す免た
る除年ね①はろい切用に院で年結他’る重会返係のめし察を十
　　　　　’でな又に係かな金果施障゜に議還る徴た’指更八こ期金ん日
と問保き本都あいはつるらい受’策害　　　　　　　　　　　　　　　　　検にの保底世世導に条
’及険ん年道ると適い障も事給一の者　討諮適護と帯帯員徹の
②び料定金府゜の正て害’例権部活自　　　　　　　　　　　　　　　　　　する用費と員主及底適
障合の期機県
害算納便構等
が対付Lか本
あ象済なら庁
る期期ど送に
場問問を付お
　　、

指な　者介が等の用立
摘活法自護散の実に支
を用令立扶見有施つ援
受が等支助さ無機い給
け十に援又れの関て付
て分基給はた確に　等
　　　　　o

る等にのもにだびす切
よにつ法に対け所るな
うよい第’すで長こ適
徹つて六特るな等と用
底ては十に収く幹゜に
を組ケ三不入高部　つ

と用障工給の　に常場合象診　機援受脱をはに指申性権て病合
゜

な害透に被ま対勤合が外Bな関を給退得’よ導請がの聴のは
　ど者析係保たし任もあののおに行可手ら任りをにあ可取初さ
　にの等る護’積用ある疾判’対う能当れ意年徹つる能す診ら
　つ精に障者介極等るな病断障しこで金る加金底いと性る日に
　い神係害に護的にたどでや害指とあり可入受すて判に褒及王
　て通る者係保につめ専も身年導にれ覚能手給る被断つどび治
　指院更自る険助い’門支体金をつば給性続権こ保さいに障医
　導医生立介の言て年的給障に徹い請可がきがと護れてよ害訪

駿舗讐鑛欝糠離筥難蓉霧砦鑑鷺窪麟
　る先精’割以゜機の要るの’と実のしは給場加助年可受つり
　こ活神人支外　関非な場対初゜施支”権合入言金能給い傷

Life　and㌔Velfareの20115　　16



特集B・平成23年度における生活保護指導監査方針

　要指の通二成療一社年伴い　 ら過ま点点　　力に法た強職
なな導点知号十報生会七うてつれ誤た検検監　　つ他一化員特
お指監検）厚二酬活局月審はいた調’がに査て診い施斉及にに’

導査がを生年明保保九査’てと整他行つの　療て策点ぴ対査
鰭騎難主難難耀虞講撃齪輩

ネ゜地さ療護日に医）六一の県゜施といを報
ツ　にれ報局社つ療に六昭知等　　　　　　　　　　　　　　　機比実対酬
ト　確て酬保援い扶基号和事本　関べ施象明
支　認い明護保て助づ厚四決庁　が著機と細
援　しる細課第蹟のき生十定に　認し関し書
対　必か書長七平診’省四にお　めくがたの
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

報指の検チし察
酬導活のエ’指
明を用実ツ日導
細願を施ク常員
書い徹等表の及
のた底になケび
点いすよど1所
検゜べつをス長
に　きて活審等
つ　こ’用査幹
い　と他しの部

費いめに介　例法れらに宅　こさるい滞お　キ言で点お療護策
がるにつ護生がをなず滞家まうれにご納い監　願’検い報適等
一 と’い保活認代い’納賃たでてもとのて査代いそもて酬正事
般こそて険保め理こ当が”あいかや発はの理たの含’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明実業
生うれは料一護ら納と該発学会るなか’生，罫結納い活め外細施費
　　　　　　　　　　　　　゜いわ現状公果付゜用補部書推補活でぞ’加にれ付な被生校護
費あれ当算おたにど保し給保
にりの該及け゜変を護て食険．
充’実使びる
当こ費途住扶
されをに宅助
れら支充扶の
るの給て助う
こ扶しる費ち
と助てた等’

更理者い費料
し由のるに加
てに同につ算
い’意もい’
な支がかて公
い給得か’営
事方らわ現住

こらに況営’に
とず滞が住一つ
が代納把宅部い
認理が握家のて
め納発さ賃実
ら付生れに施
れがしてつ機
た実ていい関
乏施いなてに
　　　　、

に助委点進助
つ対託検事金
い象等等業に
てとに充（お
もしつ実②け
併てい事のる
せいて業ア生
てる資）　活
助の格に診保

　　　　　　底理がび指　部該新の施理監会第発て代い　のは護日等料付
局社に加のなす納発住導ま門実た上機納査・一第L理てつで生

平省一納一「算
成社年付介の
十会九の護代
入・月実保理
年援一施険納

う速て険員こるが導原れ踏総生・五用度等
　　　　　　　’す因てま務労社日等に本指や現料及とよ
導かに加び゜う適るをいえ課働援社にお庁
をに滞算査　関宜一分る’指省指援つけに
徹代納及察　係当方析実代導社発保いるお
　　　　　　　　、

に

反
す
る

も

ろ管いるよ債保　が他の揺政　あがると未取　　　クで者〇三
で理’徴る権護こ必山実るにごる発立りだ及現　　　申の○月
あなさ収返管費れ要の施が対の゜生場わにび業等詐現し委六三
　　　　　　　　　　　　　　　しにけ発懲員に取業添任号十るどら金還理のらで石機すすよ゜

にに並金も支のあと関もるう　てあ’生戒等つ等員え状に一
問日び及含給原るしにの国な
題常にびめ決因゜ておで民事
がの遺法た定及
認現留第法及び
め業金七第び背
ら事品十六支景
れ務等八十給と
たのの条三手し
と進取に条続て
こそテ扱よにき

、

　　　　　、

未いあの件
然てる信は
防もこ頼’
止’とを生
策こか根活
のれら底保
徹ら’か護
底を他ら行

いる現し処にいの等るはよ日
る職業て分よて不に゜不り社
こ員員いをる　正よ　要改援
とに等る伴生
はよをとう活
誠る管こ事保
に不理ろ務護
遺正監でけ費
憾事督あ怠の
で案すりが詐

事る
案生
の活
未保
然護
防費
止の

と正保
なさ発
つれ第
て　’○

い被三
る保三
の護一
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審どなアびど帳指を処のざと算支シ裁担係　導踏省保て護い
査をどル査の並導定理手る’シ給ス権当長特をま社発L費てつ

評謡榛檎掌窺笹箭倉窺奪拳雑雑謬を縫塁8垂歪輔
指日点はる現定助こそをお金をあ切こ子等員と関課一二防に県
示常検チ各業・簿との含いを検るにとデに’°に長号月止よ等
事のの工種員実等’遵めて取討場保なi対経　対通厚九等る本
項ケ実ツマ業績各③守たはりす合護くタし理　す知生日に生庁　’
に1施クニ務表種査状事’扱るは費経が’担　る）労社つ活に
つスな表ユ及な台察況務そわこ電が理決①当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指を働援い保お

沿切そ訪をさ等る立基構　況沿ど庭以度スてお　（ア）　　ケつい
　　　　　　　　　　　　　　’内上もでいい監訪　　　いてつにれ問助せをこ助に築訪がつ
　　　　　　　　　’し問認て訪面に訪あなて査問つたそてのて策を時長る実と長

要問計明行づ針生基保頼を　　　　　　　　　　　　　い問いき例開居策施　　き実たる
が計画確うくに活本障関通　　　　　　　　　　　　　な計事者’始宅定機　　事施いこ
あ画をにた自反状でと係じ　　　　　　　　　　　　　い画例と一後ケさ関　　項にαと
るに適しめ立映況あ自をて　状にな家年一1れに　　に当　にo　　　　　　　　、　　、

確機別グめ省保平　つを接法又を期臨た面訪予指　に管に知お

関支ラる社発成　い見にをは明に時場接問定導　徹内基第い
等援ムと会第十そて直努工訪ら不訪合す予・員特底のづ十てつ
とプへこ・〇七の’しめ夫問か在問はべ定実ににす実い二はい
のロのろ援三年際指訪’すのにが等’き月績対所る施ての’て

二況能る・に長能

塁雛藻鶴翻
十握保護能示第活
九に護者力さ四用
日つ者にのれ及の
社いのつ活てび判

て就い用い課断　要及いる力　不労病に主阻お　　（イ〉助な連認L 労てをる長につとびてこを特十指状応治害い監支病言す絡が

徹なの者半数つにじ託い層部い就
底い適が以認い行る医るでのて労
が病正急降めてわな協者傷実
非状実増’らのれど議に病施
常の施し稼れ検ずに’対を機
に把にて働た討’よ必し就関
重握おい能゜が就る要’労に

指
導

就
労

このは
と家’
に庭そ
つ訪の
い問報
てと告
もみや
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特集H・平成23年度における生活保護指導監責方針

雇職社第発て祉護三引立労日つ自　指にまの引護知求毎一省援
用業援二〇L・局月（支働社い立ま導つえあに行第職月求社発

就よ携④訪把当台うをス断行な協つを導　制実政支か会及道援
　　’ハ問握該帳こ開診にうど議い就員特の施等援らのび府護労る
意就就ロなの被Lと催断当こに’て労にに整機と事実活地県局
欲労労1ど上保を’す，会たとよ必は阻対所備関の業施用域生長
喚支支ワを’護整③る議つ’り要’害し・轟をに連な矛並生渣連
起援援1積ハ者備一なやて②病に主要’等更お携ど疋び活福名
等プ員ク極ロのす就ど稼は稼状応治因①幹にけをに卑に福祉通
支ロの等的1就る労組働’働のじ医と稼部図る更よ福’祉・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知
撃鑑覆量7戦講勇鋤懸藺墾羅重勢1蚤ぞ雑霧を
業ム又機施ク求で職に判にのを診及て齢及と自化職ら二労支踏
及のは関すへ職組状検定応活定をびい層び゜立し業の十支援ま　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支’安就三援協えび強増とるの状織況討会じ用期命嘱るで査
生化員のこ同況的管を議ケの的じ託者傷察　援管定労年協議’
業’に連と行をに理行等i判にる医に病指　体内行L度議会都
　　　　、

　　　　あな対くそ認しいは対外地扶い養可り入お　（ウ）指検扶問てい
　’てつるい象理もめてのし象にに養事能能聴等い監扶導討助答

集局はい゜と者解そら照にて者居調能例力性取にて査養願す等
第長’て　このせもれ会もいに住査力’調がすつ’の義いるの
一 通扶は　ろ的ず局たをかるつすさ調②査調るい①結務たこ活
編知養’　も確’長゜しかがいるれ査管が査等て扶果のいと用
第第義都　認な重通実てわ期て重て対内適さの要養’取Qにに
五五務道
をにの府
踏基取県
まつ扱等
えきい本
” に庁
管別つに
内冊いお

め把点知施いら限’点い象に切れ方保義一扱
ら握的第機なずま文的な者居にず法護務部い
れも扶五関い再で書扶いに住行’に者者のに
たな養にに事度にに養事つすわそよその実つ
とさ能つよ例期回よ能例いるれのりの職施い
これ力いつな限答り力’て重てた扶他業機て
うて調ててどをが照調③’点いめ養に’　　　　　　　　　　　　　　　　　関
でい査全はが付な会査管実的な扶のよ収に
　　　　、

つつ
いい
てて
’も

具積
体極
的的
にに

の場図に制護い　な用世保お　　　◎⇒ここ履者　取及導　この
上合らも度世てっいに帯型い監ジ活要とと行にな扱び員特と実

’

にれかの帯はい事向で生て査）資保゜と状係おい重にに゜施
必はてか活向’て例けあ活’のの金護
要’いわ用け指はがてる資要結活制世
な当ならが不導’認のの金保果用度帯
助該いず可動監都め手に制護’に＿向
言事事未能産査道ら続も度世一つりけ
指例例だな担等府れきかの帯部いバ不
導をがに世保に県たがか活向のてi動
を個認そ帯型お等゜進わ用け実
行別めので生い本
うにら活あ活て庁
こ検れ用る資要に
と討たがの金保お0

捗らが不施
しず可動機
て’能産関
い活な担に

ス産
モ担
1保
ゲ型
1生

さ況る’に点対所
れの扶重つ的し長
て調養点い扶’等
い査能的て養局幹
るは力扶徹能長部
こ年調養底力通職
と一査能願調知員
に画及力い査第及
留程び調た対五び
意度扶査い象の査
す行養対゜者趣察
るうの象　の旨指

機
関

に

対
し

指
導
を

徹
底
す
る
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もど細支金テプ係
’に書援等イロ機ま
指よ点員をネグ関た
導る検’活ツラ等’
監実員年用トムと職
査施な金し支のの業
の体ど調た援活連安
際制の査面対用携定
にの配員接策促強行
そ強置’相等進化政
の化又診談事及’そ
必には療員業び自の
要つ増報’費セ立他
性い員酬就補i支の
にてな明労助フ援関

と資導めい　課のと時労に十よ一談　a．㈹Q

格のらてつ題配が機指稼分る部や監　実
　者体れはいと置重を導働な継の薪査実施
　の剃る’てな等要逸又可事続実規の施体
　配整現社はつ実でせは能例ケ施申結体制
　置備業会’て施あず就なが1機請果制の
　に及員福都い体るに労被多ス関の’の整
　つび数祉道る制こ適支保数へに処増整備
　い社の法府゜のと切援護認のお理加備等

て会充第県
指福足十等
導祉’六本
す主査条庁
る事察にに
ご有指定お

整かにに者め指いにすにに
備ら実つにら導て追るつつ
は’施い対れ援現わ保いい
喫現すてすた助業れ護てて　’
緊業るはる゜が員るの
の員こ’就特不に中相
　　　　　　　　、

一つ　と営職れ指確察計生前らの用義握お　 蔑に実当保い　応
保いなが管員て示に指画活年れ基な務及い監　つ施該がてそじ
護てお認理及い事行導に保度た本どのびて査組いす事困はの具
のは’めにびな項わ員反護のが的生取就’の織てる業難’際体
実’実らそ査いにれ等映業監’事活扱労訪結的もなをな単’的
施実施れも察こ係ずにさ務査こ項保い指問果運検ど複場独小な
機施方たそ指とる’よれの結れに護及導調’営討必数合で規助
関機針とも導な進さるて実果ら多のび・査一管願要のがは模言
に関及この員ど行らケい施等の数適他就活部理いな実あ必のを
おにびろ問に’管に｝な方が原の正法労動のにた調施る要実お
けよ事で題よ所理現スい針実因問な他支’実つい整機こな施願
るつ業あがる長も業審こ及施と題決施援病施い゜及関と人機い
生て計るあ組等徹員査とび機しが定策’状機て　びでか員関す
活は画゜る織幹底へが’事関て認実の扶の関　　支共らのにる
保’に　こ運部さの的査業の’め施活養把に　　援同’確お゜

都めう針あ事と施実
道ら指及つ・し方施
府れ導びた財て針機
県たす事り政の及関
等゜る業し当施びで
本必計て局政事は
庁　要画おに方業’
に　がをり対針計策
お　あ別’すで画定

　る途本るあがさ　ら割と実施単てる理等係生て策及働援て護
っと策来説っ’れまれを実施方ない実解策長労一定び省保し一業

叢鹸懸難慈喉星窪鐵2膿
のこ取をあつ容さ）実護十付施長号十定
もと組確りいとれが施課九に方通厚九に
認の内実’てなて全方保ヨっ針知生日つ
め役容に実もついく針護厚いの〉労社い
　　　　　、

をの及点③な点調そ導　施上策重の方の年い
徹進び検チど検査の員特状で定点監針実度て
底行現のエに’予補にに況’さ事査策施当は
願管業実ッ係②定助対所を指れ項結定方初’
い理員施クる現・簿し長確導る等果通針にご
たのへ’表各業実等’等認監よをや知及おの
い強の④な種員績各①幹す査う反国等びいよ
゜化指日どマ業表種査部るに助映のを事てう
　に示常を二務な台察職こ当言す生踏業’な
　つ事の活ユ及ど帳指員とた指る活ま計管実
　い項ケ用アびの並導及゜つ導な保え画内態
　てに1しル査整ぴ台び　てをど護’が実を
　’つスたの察備に帳査　そ行適行前’施踏
　指い審一整指及訪及察　のつ切政年実機ま
　導て査斉備導び問び指　実たにの度施関え
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
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特集H・平成23年度における生活保護指導監査方針
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特集H・平成23年度における生活保護指導監査方針
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塒集ロ・平成23年度における生活保護指導監査方針
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特集11・平成23年度における生活保護指導監蛮方針
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特集遜・・平成23年度における生活保護指導監査方針
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